
 

 

３ 事業別決算状況（法非適用企業） 

 

（１）簡易水道事業 

  ① 事業数及び利用状況 

    令和４年度末の事業数は、前年度と同様 10事業となっている。 

     現在給水人口は 2 万 109 人で、前年度（2万 622 人）に比べ 513 人、2.5％減少し、普及率（行

政区域内人口に対する現在給水人口の割合）は 20.2％と前年度（20.3％）から 0.1 ポイント下回

った。 

      年間総配水量は 303 万ｍ３で、前年度（303 万ｍ３）と同程度であり、このうち料金対象となる

年間総有収水量（給水量）は 239 万ｍ３で前年度（243 万ｍ３）に比べて 4万ｍ３（1.6％）の減少

となった。この結果有収率は 78.8％となり、前年度（80.2％）を 1.4 ポイント下回った。 

 

② 収益的収支の状況 

総収益は 5 億 3,724 万円で、前年度（5 億 2,874 万円）に比べて 850 万円（1.6％）増加した。

また、総費用は 4 億 2,451 万円で、前年度（3億 9,302 万円）に比べて 3,149 万円（8.0％）増加

した（第 30 表）。 

 

   ③ 資本的収支の状況 

資本的支出は 2億 9,256 万円で、前年度（4 億 2,650 万円）に比べて 1億 3,395 万円（31.4％）

減少した。これに対する資本的収入は 2億 7,197 万円で、前年度（3億 2,748 万円）に比べて 5,551

万円（17.0％）減少した。 

 

④ 給水原価と料金の状況 

      令和４年度の給水原価は１ｍ３当たり 263 円 03 銭で、前年度（244 円 98 銭）に比べて 18 円 05

銭（7.4％）高くなっている。供給単価は１ｍ３当たり 141 円 21 銭で、前年度（144 円 16 銭）に

比べて 2円 95銭（2.0％）低くなっている。 

給水原価に対する供給単価の比率は 53.7％となり、前年度（58.8％）を 5.1 ポイント下回って

いる。 

      また、家庭用 1ヶ月 10ｍ３当たりの使用料平均は 1,570 円で、前年度（1,401 円）に比べて 169

円、12.1％高くなっている。 

 

⑤ 他会計繰入金の状況 

一般会計からの繰入金は、収益的収入へ 1億 7,586 万円、資本的収入へ 1億 8,565 万円合わせ

て 3 億 6,151 万円で、前年度（3 億 814 万円）に比べて 5,337 万円（17.3％）の増加となってい

る。 

      実質収支は 8,194 万円の黒字であるが、繰入金総額のうち基準外繰入金が 2億 4,403 万円（繰

入金全体の 67.5％）あり、基準外繰入金を控除すると、10 事業中 8 事業（全体の 80％）が赤字

となる。 

 



 

 

第３０表　簡易水道事業の経営状況の推移

（単位：千円、％）

元 2 3 4

776,194 518,871 491,883 528,742 537,241 △ 33.2 △ 5.2 7.5 1.6

料 金 収 入 531,768 347,982 340,451 350,006 337,451 △ 34.6 △ 2.2 2.8 △ 3.6

他 会 計 繰 入 金 204,093 164,224 117,806 128,993 175,860 △ 19.5 △ 28.3 9.5 36.3

632,254 372,065 358,516 393,021 424,508 △ 41.2 △ 3.6 9.6 8.0

157,489 66,383 53,758 57,329 59,829 △ 57.8 △ 19.0 6.6 4.4

1,013,280 439,815 335,251 327,475 271,966 △ 56.6 △ 23.8 △ 2.3 △ 17.0

地 方 債 676,000 239,400 167,700 132,100 65,400 △ 64.6 △ 29.9 △ 21.2 △ 50.5

他 会 計 繰 入 金 276,881 138,135 158,756 179,147 185,653 △ 50.1 14.9 12.8 3.6

1,129,976 565,692 441,136 426,503 292,558 △ 49.9 △ 22.0 △ 3.3 △ 31.4

建 設 改 良 費 836,316 370,711 244,820 214,085 67,145 △ 55.7 △ 34.0 △ 12.6 △ 68.6

地 方 債 償 還 金 278,980 176,707 184,608 201,767 204,054 △ 36.7 4.5 9.3 1.1

71,487 83,720 63,400 57,790 81,935 17.1 △ 24.3 △ 8.8 41.8
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（２）下水道事業 

   令和４年度末の事業数は、21事業となっている。内訳は公共下水道事業が７事業、特定環境保全

公共下水道事業が３事業、農業集落排水事業が７事業、漁業集落排水事業が２事業、特定地域生活

排水処理事業が２事業となっている。 

 

  ① 公共下水道事業 

   ア 事業数及び利用状況 

     令和４年度末の事業数は、７事業となっている。 

     処理区域内人口は 42,331 人であり、普及率（行政区域内人口に対する処理区域内人口の割

合）は 37.1％となっている。また、水洗便所設置済人口は 31,509 人で、水洗化率は 74.4％で

ある。 

   イ 収益的収支の状況 

     総収益は 12億 8,974 万円で、前年度（12億 2,895 万円）に比べて 6,079 万円（4.9％）増加

した。また、総費用は 6億 113 万円で、前年度（6億 4,409 万円）に比べて 4,295 万円（6.7％）

減少した（第３１表）。 

   ウ 資本的収支の状況 

     資本的支出は 12 億 6,149 万円で、前年度（13 億 5,764 万円）に比べて 9,615 万円（7.1％）

減少した。このうち、建設改良費は 5 億 4,607 万円で、前年度（6 億 6,482 万円）に比べて 1

億 1,874 万円（17.9％）減少した。これに対する資本的収入は 7 億 1,115 万円で、前年度（7

億 9,007 万円）に比べて 7,892 万円（10.0％）減少した。 

   エ 経費と財源 

     管理運営費（維持管理費と資本費を合算した額）は、13 億 560 万円で、内訳は汚水処理費 5

億 9,218 万円（全体の 45.4％）、雨水処理費 688 万円（同 0.5％）、その他 7億 654 万円（同

54.1％）となっている。 

     汚水処理費を年間有収水量で除して算出した汚水処理原価は、174 円 80 銭（維持管理費 123

円 50 銭、資本費 51 円 28 銭）となっており、使用料単価（使用料収入を年間有収水量で除し

て算出した額）155 円 93 銭はその 89.2％となっている。これは使用料で回収すべき処理原価

の 10.8％が一般会計からの繰入金等によって補塡されていることを示している。 

第３１表　公共下水道事業（法非適）の経営状況の推移

（単位：千円、％）

元 2 3 4

2,129,479 1,508,456 1,207,819 1,228,949 1,289,743 △ 29.2 △ 19.9 1.7 4.9

料 金 収 入 881,678 646,335 531,190 539,216 528,277 △ 26.7 △ 17.8 1.5 △ 2.0

他 会 計 繰 入 金 1,160,005 838,344 649,356 683,062 748,723 △ 27.7 △ 22.5 5.2 9.6

1,008,279 770,123 631,298 644,086 601,133 △ 23.6 △ 18.0 2.0 △ 6.7

85,087 82,689 53,991 65,384 57,759 △ 2.8 △ 34.7 21.1 △ 11.7

1,150,011 1,784,089 855,871 790,067 711,146 55.1 △ 52.0 △ 7.7 △ 10.0

地 方 債 492,600 835,100 331,700 319,500 325,000 69.5 △ 60.3 △ 3.7 1.7

他 会 計 繰 入 金 281,937 135,945 194,159 187,919 195,300 △ 51.8 42.8 △ 3.2 3.9

2,216,903 2,549,219 1,428,913 1,357,636 1,261,485 15.0 △ 43.9 △ 5.0 △ 7.1

建 設 改 良 費 955,153 1,700,109 746,551 664,816 546,072 78.0 △ 56.1 △ 10.9 △ 17.9

地 方 債 償 還 金 1,251,286 827,971 668,773 685,632 704,469 △ 33.8 △ 19.2 2.5 2.7

120,549 38,867 32,340 38,746 164,669 △ 67.8 △ 16.8 19.8 325.0
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オ 使用料の状況 

     家庭用 20ｍ３当たりの使用料平均は令和４年度末で 2,820 円である。 

カ 他会計繰入金の状況 

     収益的収入への繰入金 7 億 4,872 万円、資本的収入への繰入金 1 億 9,530 万円の合計 9 億

4,402 万円となっている。実質収支は 1 億 6,467 万円の黒字であるが、繰入金総額のうち基準

外繰入金が 2億 6,856 万円（繰入金全体の 28.3％）あり、基準外繰入金を控除すると、７事業

中６事業が赤字となる。 

 

  ② 特定環境保全公共下水道事業 

   ア 事業数 

     令和４年度末現在で西米良村、木城町、諸塚村の３事業となっている。 

   イ 収益的収支の状況 

     総収益は 1億 2,761 万円で、前年度（1億 2,112 万円）に比べて 649 万円（5.4％）増加した。

また、総費用は 1 億 2,393 万円で、前年度（1 億 878 万円）に比べて 1,515 万円（13.9％）増

加した（第３２表）。 

   ウ 資本的収支の状況 

資本的支出は 2 億 6,254 万円で、前年度（1 億 7,979 万円）に比べて 8,275 万円（46.0％）

増加した。これに対する資本的収入は 2 億 7,254 万円で、前年度（1 億 7,929 万円）に比べて

9,326 万円（52.0％）増加した。 

   エ 他会計繰入金の状況 

     収益的収入への繰入金 4,752 万円、資本的収入への繰入金 1 億 2,283 万円の合計 1 億 7,035

万円となっている。実質収支は 2,995 万円の黒字であるが、繰入金総額のうち基準外繰入金が

1 億 4,767 万円（繰入金全体の 86.7％）あり、基準外繰入金を控除すると、全事業が赤字とな

る。 

 

第３２表　特定環境保全公共下水道事業の経営状況の推移

（単位：千円、％）

元 2 3 4

189,894 152,977 113,680 121,122 127,608 △ 19.4 △ 25.7 6.5 5.4

料 金 収 入 56,750 54,534 50,234 50,382 49,036 △ 3.9 △ 7.9 0.3 △ 2.7

他 会 計 繰 入 金 124,782 76,932 53,948 46,144 47,516 △ 38.3 △ 29.9 △ 14.5 3.0

150,059 140,196 100,376 108,783 123,932 △ 6.6 △ 28.4 8.4 13.9

15,187 15,707 6,839 6,953 7,801 3.4 △ 56.5 1.7 12.2

100,617 173,219 125,447 179,288 272,544 72.2 △ 27.6 42.9 52.0

地 方 債 5,600 300 1,600 28,000 64,500 △ 94.6 433.3 1,650.0 130.4

他 会 計 繰 入 金 94,374 123,014 106,665 103,026 122,832 30.3 △ 13.3 △ 3.4 19.2

135,319 176,963 135,614 179,791 262,538 30.8 △ 23.4 32.6 46.0

建 設 改 良 費 11,582 50,813 34,101 76,949 157,924 338.7 △ 32.9 125.7 105.2

地 方 債 償 還 金 123,737 126,150 101,513 102,842 104,614 2.0 △ 19.5 1.3 1.7

14,582 23,398 19,663 30,351 29,948 60.5 △ 16.0 54.4 △ 1.3
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③ 農業集落排水事業 

   ア 事業数及び利用状況 

     令和４年度末の事業数は、７事業となっている。 

     処理区域内人口は 9,779 人であり、普及率（行政区域内人口に対する処理区域内人口の割合）

は 8.9％となっている。また、水洗便所設置済人口は 8,835 人で、水洗化率は 90.3％である。 

   イ 収益的収支の状況 

     総収益は 5 億 3,347 万円で、前年度（3 億 9,722 万円）に比べて 1 億 3,625 万円（34.3％）

増加した。また、総費用は 2 億 4,526 万円で、前年度（2 億 2,014 万円）に比べて 2,513 万円

（11.4％）増加した（第３３表）。 

   ウ 資本的収支の状況 

     資本的支出は 2 億 7,644 万円で、前年度（2 億 6,932 万円）に比べて 712 万円（2.6％）増加

した。これに対する資本的収入は 1 億 1,417 万円で、前年度（8,806 万円）に比べて 2,611 万

円（29.6％）増加した。 

   エ 他会計繰入金の状況 

     収益的収入への繰入金 3 億 8,757 万円、資本的収入への繰入金 7,820 万円の合計 4 億 6,577

万円となっている。実質収支は 4,441 万円の黒字であるが、繰入金総額のうち基準外繰入金が

1 億 9,072 万円（繰入金全体の 40.9％）あり、基準外繰入金を控除すると、7 事業中 5 事業が

赤字となる。 

 

第３３表　農業集落排水事業の経営状況の推移

（単位：千円、％）

元 2 3 4

674,688 542,042 400,585 397,215 533,465 △ 19.7 △ 26.1 △ 0.8 34.3

料 金 収 入 216,960 183,451 150,390 148,121 145,826 △ 15.4 △ 18.0 △ 1.5 △ 1.5

他 会 計 繰 入 金 457,587 358,500 248,192 249,011 387,570 △ 21.7 △ 30.8 0.3 55.6

355,429 286,247 219,041 220,136 245,264 △ 19.5 △ 23.5 0.5 11.4

22,223 15,979 11,279 9,788 6,190 △ 28.1 △ 29.4 △ 13.2 △ 36.8

122,939 110,704 88,508 88,064 114,174 △ 10.0 △ 20.0 △ 0.5 29.6

地 方 債 28,200 24,300 2,200 7,300 34,700 △ 13.8 △ 90.9 231.8 375.3

他 会 計 繰 入 金 82,687 82,640 18,994 77,529 78,204 △ 0.1 △ 77.0 308.2 0.9

433,580 353,536 130,523 269,324 276,441 △ 18.5 △ 63.1 106.3 2.6

建 設 改 良 費 24,156 18,051 144,791 25,363 40,336 △ 25.3 702.1 △ 82.5 59.0

地 方 債 償 還 金 407,512 334,236 243,691 243,587 235,847 △ 18.0 △ 27.1 0.0 △ 3.2

29,909 32,898 29,739 30,240 44,405 10.0 △ 9.6 1.7 46.8
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  ④ 漁業集落排水事業 

   ア 事業数 

     令和４年度より日南市が法的用企業となったため、令和４年度末現在で串間市、川南町の２

事業となっている。 

イ 収益的収支の状況 

     総収益は 1,399 万円であり、前年度（3,718 万円）に比べて 2,319 万円（62.4％）減少した。

また、総費用は 1,120 万円であり、前年度（2,128 万円）に比べ 1,007 万円（47.3％）減少し

た（第３４表）。 

   ウ 資本的収支の状況 

     資本的支出は 977 万円であり、前年度（2,608 万円）に比べて 1,631 万円（62.5％）減少し

た。これに対する資本的収入は 848 万円であり、前年度（2,703 万円）に比べて 1,855 万円

（68.6％）減少した。 

   エ 他会計繰入金の状況 

     収益的収入への繰入金 487 万円、資本的収入への繰入金 848 万円と合わせて 1,335 万円とな

っている。実質収支は 420 万円の黒字であるが、繰入金総額のうち基準外繰入金が 782 万円（繰

入金全体の 58.6％）あり、２事業とも赤字となる。 

 

第３４表　漁業集落排水事業の経営状況の推移

（単位：千円、％）

元 2 3 4

47,672 48,043 37,819 37,182 13,989 0.8 △ 21.3 △ 1.7 △ 62.4

料 金 収 入 13,410 13,037 13,412 12,694 9,115 △ 2.8 2.9 △ 5.4 △ 28.2

他 会 計 繰 入 金 33,214 34,274 23,940 23,307 4,874 3.2 △ 30.2 △ 2.6 △ 79.1

25,942 28,895 23,405 21,277 11,204 11.4 △ 19.0 △ 9.1 △ 47.3

184 65 231 56 0 △ 64.7 255.4 △ 75.8 皆減

14,519 15,327 17,688 27,027 8,478 5.6 15.4 52.8 △ 68.6

地 方 債 0 0 0 10,000 0 - - 皆増 皆減

他 会 計 繰 入 金 11,015 10,454 13,673 7,027 8,478 △ 5.1 30.8 △ 48.6 20.6

33,104 37,416 28,303 26,081 9,773 13.0 △ 24.4 △ 7.9 △ 62.5

建 設 改 良 費 11,501 13,851 9,728 1,727 1,936 20.4 △ 29.8 △ 82.2 12.1

地 方 債 償 還 金 21,603 19,677 15,321 15,687 5,274 △ 8.9 △ 22.1 2.4 △ 66.4

7,880 4,940 8,738 25,590 4,198 △ 37.3 76.9 192.9 △ 83.6

4
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  ⑤ 特定地域生活排水処理事業 

   ア 事業数 

令和４年度より日南市が法的用企業となったため、令和４年度末現在で宮崎市、綾町の２事

業となっている。 

   イ 収益的収支の状況 

     総収益は 1 億 3,604 万円であり、前年度（1 億 7,911 万円）に比べて 4,307 万円（24.0％）

減少した。また、総費用は 1 億 2,779 万円であり、前年度（1 億 5,815 万円）に比べて 3,035

万円（19.2％）減少した（第３５表）。 

ウ 資本的収支の状況 

     資本的支出は 2 億 6,536 万円であり、前年度（3 億 7,802 万円）に比べて 1 億 1,266 万円

（29.8％）減少した。これに対する資本的収入は 2 億 6,360 万円であり、前年度（3 億 8,779

万円）に比べて 1億 2,419 万円（32.0％）減少した。 

エ 他会計繰入金の状況 

     収益的収入への繰入金 2,157 万円、資本的収入への繰入金 6,030 万円と合わせて 8,187 万円

となっている。実質収支は 181 万円となっているが、繰入金総額のうち基準外繰入金が 1,360

万円（繰入金全体の 16.6％）あり、２事業とも赤字となる。 

 

 

第３５表　特定地域生活排水処理事業の経営状況の推移

（単位：千円、％）

元 2 3 4

138,018 148,930 162,709 179,107 136,040 7.9 9.3 10.1 △ 24.0

料 金 収 入 94,582 107,526 121,928 133,912 104,459 13.7 13.4 9.8 △ 22.0

他 会 計 繰 入 金 29,278 29,146 28,796 31,279 21,567 △ 0.5 △ 1.2 8.6 △ 31.0

119,638 133,542 149,158 158,147 127,793 11.6 11.7 6.0 △ 19.2

14,515 14,182 13,726 21,673 7,352 △ 2.3 △ 3.2 57.9 △ 66.1

368,239 389,493 431,151 387,787 263,598 5.8 10.7 △ 10.1 △ 32.0

地 方 債 190,400 202,500 215,400 178,000 143,900 6.4 6.4 △ 17.4 △ 19.2

他 会 計 繰 入 金 35,846 44,136 48,086 58,379 60,303 23.1 8.9 21.4 3.3

365,933 386,378 421,021 378,020 265,362 5.6 9.0 △ 10.2 △ 29.8

建 設 改 良 費 328,958 345,496 369,380 311,351 201,276 5.0 6.9 △ 15.7 △ 35.4

地 方 債 償 還 金 34,449 39,743 50,364 66,049 64,086 15.4 26.7 31.1 △ 3.0

10,311 7,164 7,919 16,750 1,805 △ 30.5 10.5 111.5 △ 89.2
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（３）市場事業 

① 事業数 

令和４年度末現在で宮崎市、都城市の２事業となっている。 

② 収益的収支の状況 

総収益は 4 億 8,030 万円で、前年度（4 億 3,324 万円）に比べて 4,706 万円（10.9％）増加し

た。また、総費用は 3億 5,966 万円で、前年度（3億 4,002 万円）に比べて 1,965 万円（5.8％）

増加した（第３６表）。 

   ③ 資本的収支の状況 

資本的支出は 2億 8,352 万円で、前年度（5 億 5,813 万円）に比べて 2億 7,461 万円（49.2％）

減少した。これに対する資本的収入は 1 億 6,288 万円であり、前年度（4 億 6,491 万円）に比べ

3 億 203 万円（65.0％）減少した。 

   ④ 他会計繰入金の状況 

収益的収入への繰入金 1,143 万円、資本的収入への繰入金 7,168 万円と合わせて 8,311 万円と

なっている。実質収支は 0 であるが、繰入金総額のうち基準外繰入金が 5,057 万円（繰入金全体

の 60.8％）あり、基準外繰入金を控除すると、２事業中１事業が赤字となる。 

第３６表　市場事業の経営状況の推移

（単位：千円、％）

元 2 3 4

479,731 464,059 446,058 433,238 480,302 △ 3.3 △ 3.9 △ 2.9 10.9

料 金 収 入 354,049 335,425 327,987 320,575 336,371 △ 5.3 △ 2.2 △ 2.3 4.9

他 会 計 繰 入 金 14,148 13,540 12,468 11,895 11,430 △ 4.3 △ 7.9 △ 4.6 △ 3.9

367,256 371,636 355,495 340,018 359,663 1.2 △ 4.3 △ 4.4 5.8

104,483 104,074 99,362 97,677 95,445 △ 0.4 △ 4.5 △ 1.7 △ 2.3

288,794 303,737 624,062 464,911 162,884 5.2 105.5 △ 25.5 △ 65.0

地 方 債 236,100 242,200 590,200 390,800 91,200 2.6 143.7 △ 33.8 △ 76.7

他 会 計 繰 入 金 52,694 61,537 33,862 74,111 71,684 16.8 △ 45.0 118.9 △ 3.3

401,269 396,160 714,625 558,131 283,523 △ 1.3 80.4 △ 21.9 △ 49.2

建 設 改 良 費 241,666 243,820 591,618 402,812 120,568 0.9 142.6 △ 31.9 △ 70.1

地 方 債 償 還 金 159,603 152,340 123,007 155,319 162,955 △ 4.6 △ 19.3 26.3 4.9

0 0 0 0 0 - - - - 実　質　収　支
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（４）と畜場事業 

① 事業数 

      令和４年度末現在で、延岡市の１事業のみとなっている。 

      年間処理頭数は４頭で、前年度（10 頭）に比べ６頭（60.0％）減少している。 

   ② 収益的収支の状況 

総収益は３千円で、前年度（７千円）に比べて４千円（57.1％）減少した。また、総費用も３

千円で、前年度（７千円）に比べて４千円（57.1％）減少した（第３７表）。 

③ 資本的収支の状況 

資本的支出及び資本的収入は前年度と変わらず０となっている。 

④ 他会計繰入金の状況 

繰入金はなく、実質収支も 0 となっている。 

 

第３７表　と畜場事業の経営状況の推移

（単位：千円、％）

元 2 3 4

5,611 8,056 18 7 3 43.6 △ 99.8 △ 61.1 △ 57.1

料 金 収 入 36 26 18 7 3 △ 27.8 △ 30.8 △ 61.1 △ 57.1

他 会 計 繰 入 金 5,549 8,004 0 0 0 44.2 皆減 - - 

5,611 8,056 105,871 7 3 43.6 1,214.2 △ 100.0 △ 57.1

0 0 0 0 0 - - - - 

94,456 343,974 263,766 0 0 264.2 △ 23.3 皆減 - 

地 方 債 0 0 0 0 0 - - - - 

他 会 計 繰 入 金 92,944 343,974 0 0 0 270.1 皆減 - - 

94,456 343,974 157,913 0 0 264.2 △ 54.1 皆減 - 

建 設 改 良 費 3,780 213,280 0 0 0 5,542.3 皆減 - - 

地 方 債 償 還 金 90,676 130,694 103,358 0 0 44.1 △ 20.9 皆減 - 

0 0 0 0 0 - - - - 実  質  収  支
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（５）宅地造成事業 

   ① 事業数 

令和４年度末現在で宮崎市、都城市、えびの市の３事業となっている。 

   ② 収益的収支の状況 

総収益は 28 億 6,454 万円で、前年度（7,863 万円）に比べて 27 億 8,591 万円（3,543％）増加

した。また、総費用は 749 万円で、前年度（1,023 万円）に比べて 275 万円（26.8％）減少した

（第３８表）。 

   ③ 資本的収支の状況 

資本的支出は 35 億 2,342 万円で、前年度（9億 9,854 万円）に比べて 25億 2,488 万円（252.9％）

増加した。これに対する資本的収入は 6 億 5,307 万円で、前年度（8 億 7,915 万円）に比べて 2

億 2,608 万円（25.7％）減少した。 

④ 他会計繰入金の状況 

収益的収入への繰入金450万円と、資本的収入への繰入金1億4,499万円を合わせて1億4,949

万円となっている。実質収支は 885 万円であるが、繰入金は全て基準外繰入金であり、基準外繰

入金を控除すると２事業で赤字となる。 

 

第３８表　宅地造成事業の経営状況の推移

（単位：千円、％）

元 2 3 4

2,036,825 11,210 243,220 78,632 2,864,542 △ 99.4 2,069.7 △ 67.7 3,543.0

料 金 収 入 1,905,070 9,730 239,284 73,050 2,859,247 △ 99.5 2,359.2 △ 69.5 3,814.1

他 会 計 繰 入 金 1,210 1,472 3,928 5,522 4,499 21.7 166.8 40.6 △ 18.5

2,277 3,379 10,327 10,233 7,488 48.4 205.6 △ 0.9 △ 26.8

0 0 0 0 0 - - - - 

1,782,190 1,842,377 1,948,871 879,147 653,066 3.4 5.8 △ 54.9 △ 25.7

地 方 債 1,238,000 1,282,500 1,434,500 589,100 319,900 3.6 11.9 △ 58.9 △ 45.7

他 会 計 繰 入 金 40,087 512,638 448,014 269,751 144,988 1,178.8 △ 12.6 △ 39.8 △ 46.3

3,754,749 2,001,935 1,962,115 998,535 3,523,415 △ 46.7 △ 2.0 △ 49.1 252.9

建 設 改 良 費 1,900,107 1,590,652 1,608,890 611,907 733,393 △ 16.3 1.1 △ 62.0 19.9

地 方 債 償 還 金 173,277 296,130 314,453 266,056 2,423,914 70.9 6.2 △ 15.4 811.1

180,839 15,530 248,840 22,026 8,845 △ 91.4 1,502.3 △ 91.1 △ 59.8
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（６）電気事業 

① 事業数 

令和４年度末現在で都城市、諸塚村、椎葉村の３事業となっている。 

   ② 収益的収支の状況 

総収益は 1 億 5,726 万円で、前年度（1 億 9,368 万円）に比べて 3,642 万円（18.8％）減少し

た。 

また、総費用は 1億 497 万円で、前年度（1億 119 万円）に比べて 378 万円（3.7％）増加した 

（第３９表）。 

   ③ 資本的収支の状況 

資本的支出は 2,423 万円で、前年度（6,578 万円）に比べて、4,154 万円（63.2％）減少した。

これに対する資本的収入は、前年度と変わらず０となっている。 

④ 他会計繰入金の状況  

繰入金はなく、令和４年度の実質収支は 1,364 万円である。 

 

第３９表　電気事業の経営状況の推移

 （単位：千円、％）

元 2 3 4

195,881 201,291 142,286 193,678 157,262 2.8 △ 29.3 36.1 △ 18.8

料 金 収 入 195,761 201,146 142,141 193,525 157,129 2.8 △ 29.3 36.2 △ 18.8

他 会 計 繰 入 金 0 0 0 0 0 - - - - 

94,589 85,781 95,456 101,188 104,972 △ 9.3 11.3 6.0 3.7

30,612 30,961 32,700 30,916 29,910 1.1 5.6 △ 5.5 △ 3.3

0 0 66,018 0 0 - 皆増 皆減 - 

地 方 債 0 0 0 0 0 - - - - 

他 会 計 繰 入 金 0 0 0 0 0 - - - - 

42,624 44,976 57,802 65,776 24,232 5.5 28.5 13.8 △ 63.2

建 設 改 良 費 0 1,412 13,272 20,230 0 皆増 839.9 52.4 皆減

地 方 債 償 還 金 24,212 24,232 24,232 24,232 24,232 0.1 0.0 0.0 0.0

26,039 28,457 6,632 24,886 13,643 9.3 △ 76.7 275.2 △ 45.2
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